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連結決算概要（B/S）

当 期 末

’ ０８／１２

前 期 末

’ ０７／１２
増 減 増 減 内 容

△４，８８０

(受取手形・売掛金) ３，１４０ ３，０２５ １１４

原材料２１２、製品１６増

仕掛品２２５ 減

買掛金１６７減、未払法人税

等１，００７減

TOB資金 ２，０００増

増 減 内 容

独事務所＆倉庫２３０

６１

４２３

１，８９７

３，２４８

増 減

△３８８

１１９

３４，９９０

( 棚 卸 資 産 ) ５，５３８ ５，４７７

利 益 剰 余 金 ３１，１０５ ２７，８５６

負 債 ４，７６５ ４，３４２

設 備 投 資 額 ８３５ １，２２３

３１９

当 期
’08／12

前 期

’07／12

減 価 償 却 費 ６４４ ５２４

３０，１１０

２，２１６

総 資 産

( 有 利 子 負 債 )

単位：百万円単位：百万円単位：百万円
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連結決算概要（Ｐ／Ｌ）

今 期 実 績
’０８／１２

前 期 実 績
’０７／１２

前 年 比 修 正 計 画
’０８／１２

２３，２０３
100%

１４，４９８
62%

８，０７７
35%

７，２５２
31%

当 期 純 利 益
３，８８５

17%
４，８８８

22%
７９％
△5pt

４，２４６
18%

９２％
△ 1pt

E P S （ 円 ） ５７６.８９ ７００．０８ ６１５．３３

計 画 比

２２，３５３
100%

９９％

９８％
0pt

９６％
△ 1pt

９０％
△3pt

売 上
総 利 益

１４，３３６
62%

１３，８６８
62%

１０３％
0pt

７，７７６
35%

８，０８０
36%

１０３％

１０１％
△ 1pt

８０％
△8pt

２３，０２０
100%

７，８２１
34%

６，４９７
28%

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

単位：百万円単位：百万円単位：百万円

売上高
新規連結 ２社：２５７百万円の増収要因

欧州、中近東増収、北米、特にアジアが大きく減収
営業利益

販売管理費の増加（４２３百万円）を売上高の伸長が吸収し増益確保
新規連結 ２社：２２百万円増益要因

売上高
新規連結 ２社：２５７百万円の増収要因

欧州、中近東増収、北米、特にアジアが大きく減収
営業利益

販売管理費の増加（４２３百万円）を売上高の伸長が吸収し増益確保
新規連結 ２社：２２百万円増益要因

’08/12平均レート１USD=１０３．６８円、１EURO=１５３．１９円 （比較参考） ’07/12実績１USD=117.82円、１EURO=161.53円

売上の嵩上げ額 △４０８百万円（前年レート比) △６８百万円（計画レート比） ’08/12計画１USD=105.00円、１EURO=155.00円
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地域別連結売上高の増減要因

2007年
売上高実績

2008年
売上高実績2007年の為替レートで換算した場合の増減

22,353 欧 州

+1,095

北 米

+35
国 内

+58

アジア

△192

その他

+78

23,020

単位：百万円

為 替

△409

$：117.82円→103.68円
€：161.53円→153.19円
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営業利益の増減要因

2007年
営業利益

2008年
営業利益

7,776 7,821

売上増加に
伴う増加

+666

利益率改善

+209

単位：百万円

為 替

△302

$：117.82円→103.68円
€：161.53円→153.19円

2007年の為替レートで換算した場合の増減

販管費増加

△529

・連結会社増加

235
・販売手数料等

・人件費
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'08年12月期

アジア
14%

北米
19%

国内
17%

欧州
34%

その他
16%

'05年2月期

アジア
24%

北米
23%国内

19%

欧州
21%

その他
13%

地域別連結売上高推移（歯科用）地域別連結売上高推移（歯科用）

2,588 3,673
5,495 6,199 6,9882,862

3,136

3,311
3,972

3,782

3,105
3,103

3,190
2,928 2,717

2,343
2,692

3,185
3,451 3,452

1,677

1,966

2,945

1,677

3,119

0

5,000

10,000

15,000

20,000

'05年2月期 '05年12月期※ '06年12月期 '07年12月期 '08年12月期

百万円

欧州 北米 アジア 国内 その他

12,577
14,283

17,149

19,496

※’05年12月期は3月から12月までの10ヶ月決算でしたが、比較のため1月～12月までの12ヶ月分を参考値として集計しております。

20,059
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地域別連結売上高（歯科用）

欧州市場（前年同期比13%増)－イギリス、スペイン現法が増収に寄与。チタン製品、根管治療製品
（OEM)好調。

北米市場（同５%減）－自社ブランド大幅減、OEMは新製品投入があり小幅減、カナダ堅調

アジア市場（同７%減）－中国商流変更の影響減、韓国はウォン安進行で需要減

国内市場（前年並み）－代理店販売回復（チタンコントラ）、OEM、口腔外科製品減少

その他の市場（同６%増）－南米前年並み、中近東・ロシア二桁増加

2,945
3,452

3,119

6,199

3,451
2,928

3,972

6,988

2,717

3,782

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

欧州 北米 アジア 国内 その他

☆歯科製品の売上高は、対前年同期比５６２百万円（３％）増の２０，０５９百万円

左グラフ：’07年，右’08年

百万円
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'05年2月期

国内
51%

北米
21%

欧州
13%

アジア
6%

その他
9%

'08年12月期

国内
45%

北米
25%

欧州
16%

アジア
6%

その他
8%

地域別連結売上高推移（工業用）

875
993 1 ,088 1 ,010 1 ,022

358
412

508
507 580253

266

307 367
373

108

126

169 118
135

134

180

223 276 179

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

'05年2月期 '05年12月期※ '06年12月期 '07年12月期 '08年12月期

百万円

国内 北米 欧州 アジア その他

1,730

1,979

2,297 2,279

※’05年12月期は3月から12月までの10ヶ月決算でしたが、比較のため1月～12月までの12ヶ月分を参考値として集計しております。

2,290
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地域別連結売上高（工業用）

118

276

1,022

580

373

135 179

507

367

1,010

0

200

400

600

800

1,000

1,200

国内 北米 欧州 アジア その他

百万円

国内市場（前年同期比１％増）－設備投資抑制により後半失速

北米市場（同１４％増）－子会社・ドル建３０％増（ｾｰﾙｽＲＥＰが機能）、医療機器ﾒｰｶｰ向増加

欧州市場（同２％増）－グラインダー、スピンドルとも微増

アジア市場（同１５％増）－台湾向け増加

左グラフ：’07年，右’08年

☆工業製品の売上高は、対前年同期 １１百万円（１％）増の２，２９０百万円と増加
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2009年12月期業績予想



12

次期連結決算概要（Ｐ／Ｌ）

次 期 予 想
’０９/１２

今期実績
’０８/１２

前期比 増 減 要 因

２３，０２０
100%

当 期 純 利 益 ２，７４０
１５%

３，８８５
17%

△３０％
０pt 養老保険満期返戻金２８０，固定資産除却損３０

E P S （ 円 ） ４３９．１９ ５７６．８９

設 備 投 資 ８００ ８３５
ＮＳＫヨーロッパ中央倉庫隣接地２００

新製品金型等、他維持更新

減 価 償 却 費 ６６０ ６４４

売 上 総 利 益 １０，６１０
６０%

１４，３３６
62%

△２６％
０pt

歯科：△4,087（△20%） ※連結会社増加269

工業：△1,071（△47%), その他：△51（△8%）

原価率上昇：為替の影響（値引、換算で売上目減り）

販管費＋７５ 連結範囲増加（２社：２１０）

広告費△１１５（展示会費用）

連結対象増加：４１

７，８２１
34%

６，４９７
28%

△２３％

△４９％
０pt

△３７％
０pt

１７，８１０
1００%

４，０２０
２３%

４，１２０
２３%

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

単位：百万円単位：百万円

’０９/１２想定レート１USD=９０円、１EURO=１１５円 （参考）’０８/１２平均レート １USD=１０３．６８円、１EURO=１５３．１９円
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地域別連結売上高の増減要因

単位：百万円

2008年
売上高
実績

2009年
売上高
予想

23,020
17,810

2008年の為替レートで換算した場合の増減

△1,282
北 米 △918

国 内 △636
アジア

△1,529

$：103.68円→ 90.00円
€：153.19円→115.00円

為 替
欧 州

△479

△364

その他
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営業利益の変動要因

7,821

4,020

△1,825

需要低下 △600
競争力維
持（値引） △476

販管費増加

+378
利益率改善

2008年
営業利益
実績

2009年
営業利益
予想

2008年の為替レートで換算した場合の増減

単位：百万円

△1,277

為 替

$：103.68円→ 90.00円
€：153.19円→115.00円
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地域別連結売上高予想（歯科用）

3,1193,088
2,745

6,988

3,452

2,717

3,782

5,383

2,119
2,635

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

欧州 北米 アジア 国内 その他

百万円

欧州市場（前期比２３%減)－新製品投入で現地売りは堅調を予想するも円高で大幅な目減り。

北米市場（同３０%減）－自社ブランドは比較的堅調、OEM低調、円高による値下げ圧力懸念。

アジア市場（同２２%減）－韓国不況・ウォン安で大幅減。東南アジア拠点設立

国内市場（同１０%減）－チタン製品に販売傾注、口腔外科製品は減速

その他の市場（同１２%減）－原油価格下落で中近東減少

☆歯科製品の売上高予想は、対前期比４，０８７百万円（２０％）減の１５，９７１百万円

左：’08/12期，右’09/12期
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地域別連結売上高予想（工業用）

135
179

448

360
291

98
20

1,022

373

580

0

200

400

600

800

1,000

1,200

国内 北米 欧州 アジア その他

百万円

国内市場（前年比大幅減）－新製品上市予定するも市況悪化

北米市場（ 〃 ）－医療業界向けスピンドルが好調。

欧州市場（ 〃 ） －拡販体制構築予定

☆工業製品の売上高予想は、対前期比１，０７１百万円（４７％）減の１，２１８百万円

左：’08/12期，右’09/12期



17

市場の状況と今後の施策市場の状況と今後の施策市場の状況と今後の施策

代表取締役社長

中西英一
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今期は、 原点「堅牢・優美にして廉価なものづくり」に回帰の年
開発力、コスト競争力強化、および販売力とアフターサービスを引き続き強化

＊ 短期的な観点からは、

■ 利益を確保する、損益分岐点を下げる
⇒ 付加価値の高いハンドピースの迅速な上市、拡販

⇒ 主力ハンドピース中心に、内製化率のさらなる向上・製造原価の削減

⇒ 販促・広告費の費用対効果向上、固定費の抑制

■ 資産効率を上げる
⇒ 棚卸資産回転率の管理強化

＊ 中長期的な観点からは、

■ 将来への投資を行う
⇒ 開発ロードマップの見直し、それに基づく中長期の開発

⇒ 社内大学の開講（山形大学工学部・宇都宮大学工学部との連携）

⇒ ナレッジマネジメント本格化、若手への技能継承期間を短縮

⇒ 欧州拠点の拡大に備えた用地取得

20092009年度方針年度方針
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デンタル部門デンタル部門

製
品
＆

価
格
戦
略

製
品
＆

価
格
戦
略

販
売
網
＆
広
告

販
促
戦
略

販
売
網
＆
広
告

販
促
戦
略

マーケティングマーケティング・ミックス・ミックス

不況に対応した全世界

拠点での活動強化
-現地に根ざした深堀り営業

-ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽのさらなる強化

-高粗利率のﾊﾝﾄﾞﾋﾟｰｽ拡販

-市場動向ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

-ﾃﾞﾘﾊﾞﾘ体制強化

新製品開発
・ﾒｰｶｰ向けｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

強化
-米国では医療業界

-欧州では精密機器

業界

新製品開発・拡販
-世界NO.1製品の上市

-ﾌﾟﾚﾐｱﾑ、ﾐﾄﾞﾙﾚﾝｼﾞ、ｺｽﾄ
ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾓﾃﾞﾙ、と

あらゆる顧客層に対応

可能なﾊﾝﾄﾞﾋﾟｰｽ製品群

の再編

販売体制の強化
- 欧州・ｱｼﾞｱの販売および

ｻｰﾋﾞｽ体制見直し

（とくに欧州強化）

販売体制の強化
-国内

-深堀り営業

-海外
-欧州、中国担当設置

新製品開発
- 競合他社に対抗できる

新製品開発

- 消耗品ﾋﾞｼﾞﾈｽ体制確立

工業部門工業部門 メディカル部門メディカル部門
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海外拠点海外拠点
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欧州 北米

ロシア/CIS 中南米

中東/ｱﾌﾘｶ オセアニア

歯
科

アジア 国内

国内 欧州機
工

メディ
カル

北米

国内 海外

エリア別エリア別現地売り現地売り動向動向
（現時点での見通し）（現時点での見通し）

原油高騰特需の消滅

現地売りは横ばい

韓国が厳しい

激減

第1Qまでは横ばい

電気モータは好調

主力コントラは好調

原油高騰特需の消滅
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歯科市場の状況歯科市場の状況
北米北米

• ハンドピース拡販を狙う

– ブラスラーUSA社（米国販売委託先）

• 電気モータ＆チタンコントラが好調（第三者機関でＮＯ．１の評価）

• 大学の大型入札案件の獲得

• 強力なインセンティブの供与で、NSK製品販売により一層注力

– OEMビジネス
• 新規案件スタート、売上増に寄与

• 既存のインプラント関連OEMの激減

– カナダ市場
• NSKアメリカからのオペレーションが軌道に乗る

• 売上は前年比維持
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歯科市場の状況歯科市場の状況

欧州欧州

• 現地法人中心に深堀り営業強化で前年売上（現地売

り）維持を目指す

– 1月度の現地売りはまずまず

• チタンコントラ好調

• 新製品の投入による販売増を狙う（3月のIDSで発表）

• NSK Euro Holdings

– 欧州集中倉庫が本格稼働、流通在庫を管理

– 全欧州の統一したマーケティング実施

– OEMビジネスの強化

• NSKヨーロッパ/欧州集中倉庫の隣接地購入

– 中長期的な拡大を見込む



24

歯科市場の状況歯科市場の状況

国内国内

•• ハンドピース販売に注力ハンドピース販売に注力

–– 主力コントラが好調主力コントラが好調

–– 国内他社仕様カップリングの新タービン発売開始国内他社仕様カップリングの新タービン発売開始

•• OEMOEMの減速の減速

–– インプラント関連インプラント関連OEMOEMの大幅減の大幅減

–– ユニットメーカー向けユニットメーカー向けOEMOEMも減少も減少

•• 獣医関係堅調獣医関係堅調
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歯科市場の状況歯科市場の状況

中国中国

• 販売網の強化

– メーカー主導でエンドユーザーとのつながりをつくる

• 有名病院、大学、ドクターとの関係強化

• TOP5の歯科大学への奨学金の提供

• 関連医療機器販売とのタイアップによる高級品販売

– 販売代理店との連携強化

– 新規代理店の追加により市場カバレッジを広げる

• アフターサービスの強化（ひいてはコピー品対策）

– 模倣品メーカーとの差別化

– サービスレベル認定制度の導入

＊ 市場環境

医療関連予算は年17%増加、公立病院は景気の影響を受けにくい

中国の現地メーカーの競争力が向上、脅威になりつつある
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歯科市場の状況歯科市場の状況

韓国韓国

• ウォン安、景況悪化が直撃

– 売上大幅減を見込む

– 買い控えに対応してアフターサービス強化

• NSK Service Co. による既存顧客の囲い込み

東南アジア東南アジア

– 販売網見直し、販売力強化

– シンガポールに販売拠点（NSK Asia）設立
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歯科市場の状況歯科市場の状況

中近東中近東

– 原油価格下落による需要減

中南米中南米

– 新興国向け戦略的新製品投入による販売増を狙う

オセアニア

– 現地売りは昨年並みを維持



28

工業市場工業市場の状況の状況

• 国内

– 工作機械業界の市況悪化を受け、大幅な受注減

– 精密部品加工(特にメディカルパーツ関連)に特化した
ショートタイプのスピンドルの開発・上市

– 既存設備の効率UPにつながる当社既存スピンドルの拡販

• 北米

– 医療向けビジネスは好調、全般的には受注減の傾向

• 好調な市場にフォーカスした営業の展開

• 欧州；販売網の強化

– スイス、ドイツ市場(精密・医療部品の有望な地域)向け製
品の拡販体制の構築

– 欧州現地法人を活用したアフターサービス体制の構築
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メディカル市場メディカル市場の状況の状況

• 国内

– 景気の影響は受けない見込み

• 深堀り営業を推進する

– 競合に対抗できる新製品開発に注力

– 消耗品ビジネス販売体制確立（滅菌バー）

• 海外

– 販売力強化

• 欧州担当； NSKヨーロッパに1名

• 中東/南アジア担当；NSK Middle East に1名

• 中国担当；東京に1名
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歯科歯科用用新製品新製品

タービンタービン『『ＳＳ--ＭａｘシリーズＭａｘシリーズ』』

ミドルレンジモデル。

新興国、東欧、中近東向け。

国内では他社向けカップリング
仕様をラインナップ。
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歯科新製品歯科新製品

『『ＬＥＤカップリングＬＥＤカップリング』』

従来のハロゲンランプから

LEDに切り替えすることで

自然に近い白色光を提供。
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歯科新製品歯科新製品

超音波スケーラー超音波スケーラー『『バリオス９７０バリオス９７０』』

世界NO.1スペックの超音波ス

ケーラー

ハンドピースの大幅改良、

パワーUP

エルゴノミック性追求、

LED採用により使い易さ向上
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工業用工業用新製品新製品

『『電動式スピンドル電動式スピンドル E4000E4000』』

Φ40mmの高トルクタイプ
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工業用工業用新製品新製品

『『CNCCNC自動旋盤搭載用自動旋盤搭載用

ショートスピンドルショートスピンドル BMSBMS--2260A2260A』』

小型化のニーズに応えたショートタイプ

（全長わずか約10cm！）

約
10cm
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社内大学社内大学

日本経済新聞08年12月26日朝刊（栃木版）

山形大学工学部監修

宇都宮大工学部の協力を得て推進

“生産ラインとグローバル市場の両方を

俯瞰できる人材の育成“
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